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特定有期雇用教職員等の雇用契約の更新上限の廃止について 

 

 

表記の件について、別紙のとおりお知らせします。 

  



特定有期雇用教職員等の雇用契約の更新年数の上限の廃止について 

 

１．改正内容 

改正前 改正後 

就業規則において、雇用契約の更新年数の

上限が設けられており、当該上限の年数を

超えての契約更新はできない。 

就業規則における雇用契約の更新年数の上

限を廃止※１する。 

雇用契約の期間や更新年数については、雇

用区分や従事する業務の継続期間等に応じ

て個別に設定※2する。 

※１ 今回の改正は、有期雇用における就業規則上の雇用契約の更新年数の上限を廃止す

るものであり、有期雇用における１つの契約期間の長さについての考え方（原則１会計

年度内で定める）についてはこれまで通り変わりありません。 

※２ 例えば、外部資金を財源として期間限定のプロジェクトのために雇用する者につい

て、契約時にプロジェクトの継続期間に合わせて雇用契約の更新年数に上限を設けるこ

となどが想定されます。 

 

２．対象 

特定有期雇用教職員（再雇用職員を除く。） 

短時間勤務教職員 

 

３．実施時期 

令和３年９月１日以降の日を契約期間の初日とする雇用契約から実施します。 

 

４．留意事項 

特定有期雇用教職員等の契約期間については、契約期間満了に際して、その都度、就

業規則や労働契約証書に定める契約更新の判断基準を考慮して、更新の有無を判断する

こととされています。今回の就業規則上の雇用契約の更新年数の上限の廃止は、更新に

あたっての考え方自体が変更されるものではありません。 

 

〔別紙〕 


